
第 42 回 高輪築堤調査・保存等検討委員会【部会①】 
 

日時：2024 年 4 月 10 日（水） 

部会①・部会③ 10:00～11:00（予定） 

場所：JR 東日本現地会議室 
 

次 第 

 

【部会①】 

(１) 開会 

 

(２) ４街区外構（高輪辻広場）の調査方法について             【資料１】 

            

(３) その他                           

  

(４) 閉会 

 
 
 
 
 
※なお、資料のなかで個人に関する情報や事業の関係等で非公開である情報については、 
一部表現を修正しています。その他、写真・図について一部訂正や出典等の加筆・修正をして
います。 
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■4-1街区 設備・外構工事計画について

12/15作成時点

新東海道 高輪辻広場

周知の埋蔵文化財 包蔵地範囲

泉岳寺辻広場

:TP+2.8以深掘削予定範囲
（最大深度TP+1.6予定）

※掘削方法等により変更可能性あり

【工事概要】

【高輪辻広場 掘削計画】

︓TP+2.8以深掘削範囲︓調査済範囲（TP-1.0程度まで）
︓今後調査予定範囲
︓敷地境界線

計画深度化により
TP+2.8以浅掘削に見直し

約2m

約3m

約23m

約20m

I区南壁断面図 高輪辻広場 掘削計画図

資料３-２【再掲】第41回高輪築堤調査・保存等検討委員会（2024.3.6開催）資料に加筆

【資料1-1】

掘削深度が高輪築堤の検出位置より
浅いため、工事中に港区担当職員が
立ち会うものとする。

↙
※調査済範囲

TP+1.6
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開業期山側法面

複線化期山側法面

3線化期山側法面

自然堆積層上面

＋4.0mI＋4.0m 現況GL（≒TP+4.0ｍ）

開業時築堤盛土

複線化時盛土

3線化時盛土

3線化以降の埋立て土

▲今回工事の掘削床
（TP+1.6ｍ）

【資料1-2】泉岳寺辻広場の調査方法について（2024.4.5時点）　　港区教育委員会作成

STEP1：表土層の除去、遺構確認作業
　※表土層が厚い場合はSTEP1’を実施
STEP2：3線化（明治32年）以降の埋立て土の調査
STEP3：3線化時の盛土の調査
STEP4：複線化時（明治9年）の盛土の調査
STEP5：開業時（明治5年）の盛土の調査

【調査の基本方針】
・新しい遺構から順に調査を行う。
・盛土上面で遺構の有無を確認する。（例：枕木痕など）
・掘削幅が狭い（W＝約2.0ｍ）ため、作業者の安全を最優先とする。
・調査の状況に応じ、都度調査方法等を検討する。

STEP2
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木組基礎

土留め（杭・矢板）
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